
 

 

古代 
紀元前3000  – 90 世紀 

 

神農 

紀元前2696 BCE 
 

漢方の祖と祀ら 

れている。 

365種の漢方を 

自ら発見し、毒見 

するも、最後に 

薬草毒見にて猛毒にあたり
、命を落とす。 

エーベルス・ 

パピルス 

紀元前1500  
古代エジプトの 

医学書。解剖学、 

生理学、毒性学、呪文、並
びに治療薬などについてが
110ページにわたるパピルス
紙に記されている。 

 

グーラ紀元前1400 
 

 

 

 

シュメール神話によると
女神グーラは治療、治癒
の女神と知られている。 

 

ホメーロス 

紀元前8世紀 
 

かの著名な 

オデッセイウス、 

イリアドの中で毒素を塗った
弓矢の使用が書かれている。
ちなみにトキシンの語源はギ
リシャ語トキシコン・ファル
マコンからで、弓の毒を読ん
だ事に由来する。 

ソクラテス 
紀元前470-399 
 

異教徒であることを 

唱え、若者を堕落さ 

せたということで 

裁判にかけられ、死刑に宣告
される。使われた毒はヘムロ
ック種類の中でも唯一アルカ
ロイド毒性のあるドクニンジ
ン。 

ヒポクラテス 

紀元前460-377  

 
古代ギリシャの医者。 

臨床と観察を重んじた現代
医学の先駆者。乳癌が蟹の
脚のような広がりを見せた
「蟹」の意味として古代ギ
リシャ語で「carcinos」と命
名した。 

ミトリダテス6世 
紀元前131-63  
 

毒に関する研究 

を数多く行い、 

囚人を実験体として効用を
試したり、自ら毒薬を服用
し、耐性を身に着けていた
。解毒剤ともされるミトリ
ダティウムの製造にも関わ
った。 

L.コルネリウス・スッ
ラ  

紀元前82  
 

Lex Cornelia de 

sicariis et veneficis  

(コルネリウス法）– 刺殺、及

び毒殺に関するコルネリウス
法。市民、奴隷や囚人への毒
物使用の禁止令を出した。毒
物の売買、所有を禁止した。 

クレオパトラ  

紀元前69-30 

 
ストリキニーネ 

などの猛毒を囚人や奴隷
に試していた。毒蛇であ
るコブラ 科のアピスに自

らを噛ませて最期を迎え
た。 

ペダニウス・ディオ
スコリデス 

40-90年   
 

 

古代ギリシャ 

の医者、薬理学者。薬草
学の歴史上重要な文献で
ある「薬物誌」を著す。 

ヴェスヴィオ火山大噴
火 79年8月24日  
 

ポンペイ市は火砕 

流、ヘルクラネウム 

市は土石流により埋 

没。大プリニウスは火山ガ
スにより中毒死した。 

 

 

中世 
 476  – 1453年 

 

ギリシャ火 

673 年 

 
ナフサ、硫黄、松やになど
硝石等を含んだ混合物を元
にした火炎剤。古代版ナパ
ーム弾として十字軍が使用
した。 

麦角大流行 

994年 
 
「聖アンソニウスの火」が
大流行。4万人の死者を出す
。麦角菌に汚染されたライ
麦を口にすることにより壊
疽症状を起こす。 

モーシェ・ 

マイモーン 

1135-1204年 
 
ユダヤ教のラビであり、哲
学者、医学にも精通する。
「毒・解毒論」を著した。 

 

アルベルトゥス・ 

マグヌス 
1193-1280年 
ドミニコ会の修道士。  

自然科学の知識を伝 

統的な神学の中に取り入れ、
広範な思想書を残す。1250年

には著作にヒ素について言及
し、その発見者でもある。 

ライムンドゥス・ 

ルリウス  

1275年 
スペインの医師 

である彼はエー 

テルを発見した。スウィー
トビトリウル「甘い硫酸」
と名づけた。 

テンプル騎士団 

1118-1307年 
 

あらゆる毒薬 

に精通していた 

修道騎士団である。不老
不死の薬を捜し求めた。 

アバノのピエトロ 

1250-1315年 
イタリアの哲学・ 

医学教授。 

ヒポクラテスや 

ガレノスの医学書をラテ
ン語に訳した。著作に「
毒について」がある。 

黒死病ペスト 
1347-1351年 
 

 

腺ペスト、ペスト敗血症
などが全ヨーロッパにわ
たり大流行し、人口が激
減した。 

十人委員会 -ヴェネ
チア共和国  

1419年 
 

 

当時毒薬について最も詳
しかった組織。 

周満 

1423年 
中国船団が 

オーストラリアジャビル

で鉛鉱山を採掘中1000人

以上の労働者が被爆し、

犠牲になった。 

ロドリーゴ & チェー
ザレ ボルジア  

1400-1500年 
毒薬による暗殺を 

もってイタリア、 

ローマの覇権を掴む。カンタレ
ラとよばれた毒薬の主成分はヒ
素化合物だったといわれる。 

 

ルネッサンス 

14–16世紀 

 

レオナルド・ 

ダ・ヴィンチ 

1452-1519年 
動物や植物に注入 

された毒の蓄積具合を観

察した実験はパッサージ

ュと知られた。 

クレメンス7世 

1478-1534年 

 

 
猛毒を含むタマゴテングダ
ケを服用したため（殺害の
疑惑あり）死亡。 

パラケルスス 

1493-1541年 
 

 

「あらゆるものは 

毒であり、毒なきものなど
存在しない。あるものを無
毒とするのはその服用量の
みによってなのだ。」 

ゲオルク・ 

アグリコラ 

1494-1555年 

 
主書に1556年に出版された
「鉱山書」がある。鉱山技
術に関する百科事典的な大
著である。 

カトリーナ・ 

メディチ 

1519-1589年 
フランス王妃。 

毒薬に詳しく、 

病人や貧しい人々に毒の
効用を試していた。毒殺
者として知られる。 

ウィリアム・ 

ピソ 

1640年 
 
ブラジルにて 

トコンの研究をする。トコ
ンは催吐作用があり、アメ
ーバ赤痢に効果がある。 

シェイクスピア  

1564-1616年 
「愛する人へ！ 

おお、真実なる 

彼の薬屋よ！ 

効目はたちまちに…接吻と

共に死のう。」ロミオとジ

ュリエットの第五幕より 

ヒエロンニャマ・  

スパラ  

~1659年頃 
 
ローマの婦人や占い師が結
束した毒殺団。名高い裕福
な貴婦人にヒ素を販売し夫
を暗殺させた。 

カトリーヌ・モンヴ
ォアザン (ラ・ 

ヴォアザン)  

1640-1680年 
フランスの占い師。 

毒薬の製造、販売、 

使用により逮捕される。火刑

に処された。 

ジュリア・トファー
ニア  

1635-1719年 
イタリアの毒薬販売人。ヒ

素を含んだ毒薬を貴婦人た

ちに販売し、夫暗殺計画を

援助した。後に絞首刑によ

って処された。 

ルイ14世 

1682年 
 

 

アポセカリーに規制をかけ
、信頼をおける人間以外が
毒の販売をすることを禁止
した。 

 

1700年代 

 

デヴォンシャー一疝
痛1700年代 
 
デヴォンシャー、 

イギリス。  

サイダー生産用の 

ライニング機から 

抽出された鉛による重度の
鉛中毒。 

ジョン・ 

ジョーンズ 

1701年 
 

イギリスの医師で「阿片に
ついて解明」を執筆。阿片
中毒の療法や禁断症状につ
いてなど。 

 

リチャード・ミード 

1673-1754年 
 

1702年に「毒の 

メカニズム」を 

発表。毒の蛇、動物や植物
などについて書かれている
。 

カールヴィルヘルム・ 

シェーレ 

1742-1760年 
スウェーデンの化 

学者、薬学者。酸 

素、バリウム,塩素、マンガ
ン、シアン化水素等多数の
元素や化合物を発見した。 

パーシバル・ポット  
1714-1788年 
イギリスの外科医。 

煙突掃除人に陰嚢癌 

患者が多いことから、 

煙突内の煤に発癌性 

があることを推論。1788年に

煙突掃除夫（保護）条例の実
現をもたらした。 

フェリーチェ・ 

フォンターナ 

1767年 
 

イタリアの化学者、 

生理学者。毒蛇について研
究する。 ヘビ毒が血液にど
う影響を与えるか発表。 

フリードリッヒ・ゼ
ルチュルネル 

1783-1841年 
 

1803年に阿片から 

モルヒネの単離に 

成功。ギリシャ神話に登場す
る夢の神モルペウスから名を
とりモルヒネと名づけた。 

フランソワ・マジャ
ンディー 

1783-1855年 
エメチンを発見す 

る。ストロキーネ 

や青酸カリの効用 

を研究する。実験生理学の
父と知られる。 

ファウラー用水
1786-1936年 
メタ亜ヒ酸カリウム 

入りトニック水。 

1786-1936の間に 

使用されていた。 

ダーウィンも使用 

していたのか？ 

ピエール・オーディ
ナーレ 

1797-1915年 
アブサン、蒸留酒。 

アンリ・ぺルノーによって商
品化された。アブサン愛飲者
にゴッホがいる。ドガはアブ
サンと題された絵を描いた。
1915年に販売禁止となる。 

マシュー・ 

オルフィラ 

1787-1853年 
近代毒性学の父と 

知られている。 

1813年に「毒の特性」を発

表する。毒の症状などにつ
いて記述されている。 

 

1800年代 

 

トマス・ド・ 

クインシー 

1785-1859年 
 

イギリスの評論家。1800年
初頭阿片中毒になる。1821

年に「阿片常用者の告白」
を出版。 

ジェームズ・ 

マーシュ 

1794-1846年 
 

イギリスの化学者。ヒ素を検出す
ることができるマーシュテストを
開発する。1840年にマリー・ラフ
ァルジュ事件にて検死の際初めて
マーシュテストを使用した。 

ロバート・クリステ
ィソン 

1797-1882年 
 

エジンバラ大学の毒性学者
。 1829年に「毒の特性」を
執筆する。青酸カリをいれ
た捕鯨砲を開発した。 

クロード・ 

ベルナール 

1813-1878年 
 

フランスの生理学者。マジ
ャンディーに影響される。
一酸化炭素とクラーレの作
用について研究した。 

アスカニオ・ソブレ
ロ 1812- 1888 
イタリアの化学者。 

1847年にニトログリセ 

リンの合成を初めて成 

功する。爆発性の激し 

い合成物であるが血管拡張薬とし
て使われている。弟子にアルフレ
ッド・ノーベルがいる。 

セアドア・G. 

ウォムリー  

1826-1897年 
 

1869年アメリカ初、 

毒物専門書が出版される。 

ジョセフ・ガヴェン
トゥ＆ピエール・ペル
ティエ 

1820 
 

フランスの薬剤師、薬学者。
薬局の裏でキナノアの木から
キニーネの単離に成功した。 

ヒ素規制法 1851年 
誤飲中毒を防ぐ為、ヒ素に煤煙や
染料で着色するよう規制した。 

 

フリードリッヒ・ゲー

ドケ 1855年  
コカの葉からコカ 

インを単離した。  

ルイス・ルウィン 

1854-1929年 
ドイツの薬理学者。 

 幻覚発現薬、 

 幻覚性植物、幻覚剤、 

アルコールなどの研 

究に携わった。向精神薬研究
の第一人者である。 

エミール・ 

フィッシャー 

1852-1919年 
 

 

 

 

1895年にカフェインを植物の種子
から分離させることに成功した。 

コンスタンチン・ファ
ールバーグ  

サッカリン –  
1879 年 
ファールバーグ は1879 

年にアイラ・レムセン 

（右）の研究室にてサッカリンを
発見する。 

 

1900-1930年代 

 

アプトン・シンクレ
ア 

1878-1968 
 

1905年に「ジャングル」 

を出版。当時のシカゴにある精肉
業の過酷な労働条件や不衛生的な
状態を徹底的に暴いた。 

純良食品法・薬品法
- 1906年 
ハーヴィーワシントン 

ワイリー博士 

（1844-1930）  

 

この法律によって州間 

で流通する粗悪な食品、医薬品や
酒類 などの監視が行われた。 

化学兵器   

1915 年 
 

ドイツ人化学者フリッツ・
ハーバー（1868-1934）は第
一次世界大戦で使用された
塩素や青酸カリなどの毒ガ
スの開発をした。 

アメリカ合衆国におけ
る禁酒法 1919-1933 
飲料用アルコールの 

製造や販売、運搬な 

どを禁止した法律が 

実施されたが、 

違法業者の売り上げ 

までは止められなかった。 

ジュネーヴ 

議定書1925年 

 
化学兵器や生物兵器な 

どの使用を禁止した国際条約。 

1933年に作成された化学兵器禁止
条約によって使用及び生産、開発
、保有等が一切禁止になった。 

ジェイク麻痺1929年 
 

禁酒法の時代 

に合法的な酒 

の代用品とし 

て使用された医療用アルコールで
ある。 法を逃れるためにメチル
アルコールなどの混ぜ物を加えた
ことから5万人ものジェイク麻痺
患者が発生した。 

ホークストンネル事
故 1927-1935 
 
ユニオン カーバ 

イド社の向上への 

電力供給を増強さ 

せるため数百名もの鉱夫がトンネ
ル工事に当たったところ珪肺症に
罹り、亡くなった。 

ゲルハルト・シュラ
ーダー  

1903-1990年  
ドイツの化学者。 

殺虫剤を開発する際にタブン、サ
リン、ソマン、シクロサリン等多
数の神経ガスを発明した。第二次
世界大戦で使用された。 

エリキシール・スルフ
ァニルアミド 1937年 
賦形剤によるジエチレン 

グリコールによる中毒で 

100人ほど死亡した事件。 

 

連邦食品・医薬品、 

化粧品法 – 1938年 

アルバート・ 

ホフマン 

1938年 
 

1945年に自身を実験台 

としてリゼルグ酸ジエチルアミド
(LSD) をサントス研究所 (現ノバ
ルティス) で開発した。 

マリファナ課税法 

1937年 
 

 
大麻製品に課税される法 

律である。所有、栽培、 

使用禁止となる。カリフォルニアで
1915年、テキサスで1919年に医療での
使用さえも禁止となる。 

 

1940-1960年代 

DDT – 1939年 
 

 
 

 

スイスの化学者パウル・ヘルマン
・ミュラーによってDDTの殺虫効
果 が発見された。1948年にノー
ベル医学・生理学賞を受賞。1972

年に使用禁止となる。 

2,4-ジクロロフェノキ
シ酢酸 – 1946年 
 

 

 

第二次世界大戦中、ジューダ・ハ

ーシュ＝カステルラによってイギ

リスのロザムステッド農事試験場

にて開発され、1946年には除草剤

として販売開始。 

水俣病 

1950年代 
 

チッソ工場の排水 

溝から流出したメチル水銀で水俣

湾は汚染された。メチル水銀化合

物に汚染された魚介類を長期間食

べることによって数千人もの及ぶ

中毒者を出した。 

毒物コントロールセ
ンター  

1953年 
 
1953年にシカゴで初のセンターが
、 次に1954年にてノースカロラ
イナ州のデューク大学、そして
1955年にはボストンにて3つめの
センターが設立された。 

毒性学会誌＆応用薬
理学会誌 

1959年 
 

 

SOT（毒性学会） 

が「応用中毒学の基礎」を設立す

る1981年までSOTに採用される。 

サリドマイド 

1959-1960年代 
 

妊婦のつわり症状に 

処方された睡眠薬が 

奇形児を生む原因とな 

り重大な薬害事件を引 

き起こした。当時FDAの審査官であ

ったフランシス・ケルシーは米国に

おけるサリドマイド認可阻止した。 

毒性学会 1961年 
 

1961年3月日に設立。第一回
学会が行われたのが1962年4

月15日（設立者9名、会員
183名）。 

アリス・ ハミルト
ン 

1869-1970年 
 

病理学者。ハーバード 

大学医学部にて初の女 

性教授として教鞭をとる。産業現
場における鉛中毒の実態を明らか
にし、その防止対策に尽力した。 

レイチェル・カーソ
ン  

1907-1964年 
 

 

 

 

DDT、農薬等合成化学物質の危険
性を訴えた。1962年に「沈黙の春
」を出版、その他著書がある。 

労働安全衛生法1970 
 

 

 

労働安全衛生法は1970年12

月29日に設立された。全て
の雇用者の労働環境衛生と
安全の保護を支援するため
である。 

アメリカ合衆国環境保
護庁 1970年 
 

 
1970年に設立された、 

市民の健康、並びに自然環境の
保護を主とするアメリカ合衆国
の環境政策全般を担当する行政
組織である。 

 

1970-2006 

ミスター・ 

ヤック 

1971年 
 
1971年、子供による毒物誤
飲事故を防ぐため、保護者
にも向けて指導するにあた
って、ピッツバーグの小児
病院内にある毒物センター
にて使用されたイラスト。 

イラク – 水銀中毒 

1971年 
 

 

 

小麦などの穀類に付着した

メチル水銀による広範囲な

水銀中毒である。被害者は4

万人にのぼった。 

バングラデシュ ヒ
素汚染1970年代 
 

 

 

ヒ素に汚染されたチューブ

ウェルからの飲み水により

何千万人もの中毒者が出た

。 

初の現代毒性学専門
書1975年出版 
 

 

 

 

 

ルイス・J・キャサレット＆ 

ジョン・ドール著「トキシコ
ロジー毒の基礎科学」  

ラブキャナル事件 

1978年8月7日 
 

 

 

ジミーカーター大 

統領が当該地域に 

緊急事態を宣言。2万トンを超え
る200種類以上の産業廃棄物がラ
ブキャナルに投棄され、周辺住民
は移転を余儀なくされた。 

IUTOX 1980年 
国際毒性学会連合1980年 

 

 

 

 

ABT-アメリカ毒性学会認定機関

1979年設立 

第一回認定試験1980年8月に行わ

れる 

ATS-毒性科学アカデミー1981年 

タイムズ 

ビーチ  

1983年 
 
ミズーリ州タイムズ 

ビーチが危険値を上回るダイオキ

シン汚染にみまわれる。これによ

ってEPAは町全体の住民に避難勧

告を出した。1985年までに全住民

が非難、街は放棄された。 

ボパール化学工場事
故1984年 

12月3日  
 
米国のユニオンカー 

バイドインディア社 

の農薬工場からが約40トンのメチ
ル性異シアン酸塩有毒ガスが流出
し、2万人近くの死者、40万人以
上が負傷する大惨事が起きた。 

チェルノブイリ原子
力発電所事故 
1986年4月26日 
 
チェルノブイリ 

原子力発電所で 

起こった爆発事故 

により大量の放射性物質が近辺の
ウクライナから東ヨーロッパ、北
欧諸国、イギリス、遠方のアメリ
カ合衆国東部までに広がった。 

東京地下鉄サリン事
件1995年 
 

宗教団体オウム 

真理教が起こし 

た同時多発テロである。 

東京地下鉄の5つの異なる車内で

でサリンという毒ガスを散布した

ことによって死者13名、負傷者数

6000人以上もの犠牲者を出した。 

Vioxx  
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メルク社によって開発されたバイオッ
クスCOX-2選択的抗炎症薬は骨関節症
治療に用いられていた非ステロイド抗
炎症剤である。心疾患のリスクが高く
服用した多数の患者が心筋梗塞や心臓
発作を起こしたために自ら市場から撤
回し発売停止となった。 
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 毒性の科学の基盤を築いた歴史的節目と発見 
 

スティーヴンG.ギルバート1  アントワネット・ヘイズ2  

1神経毒性学神経障害研究所  2ノースイースタン大学 
 

人間は長年にわたって、植物や動物、鉱山から得た害を及ぼす毒性と、病を治す薬の知識を経験から分別し社会の土台をつくり
上げてきた。近代毒性学の基盤は歴史的な契機や偶然な発見と粗削りな実験から築かれたと言っても過言ではない。毒性の科学
は古くから数々の教訓を経て社会全体を形作ってきた。このポスターは古代から現代に至るまで毒性学が学問として辿ってきた
成長過程を考察する。毒物の使用が文明にどう影響を与えてきたか、を重要な事件や節目に焦点を当て、多岐にわたる関連性を
紹介する。更に、毒性学がどのような教訓から学んだかを実例を挙げながら説明する。そして、毒性学、毒性学者と科学や他の
学問－宗教学、政治学、国家を含む－等とどう広い接点を持ってきたかを解説する。今では毒性学は専門の研究所や学者、研究
員、学会から学会誌を設立し始め、そして下位分野まで発展するようになり、科学的な学問として進化してきた。毒性学は独立
した学問でいながら一つの学問領域に捉われることなく、化学、薬理学、そして生理学等広範囲に渡る。このポスターを通して
毒性学について新たな発見と理解を深められるよう望んでいる。 インターアクティヴ版はこちらのリンクをご参考下さい： 

www.toxipedia.org. 

 


